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（論文審査の要旨） 

乳房固定術や乳房縮小術を施行する際の術前計画で最も重要な点は、新しい乳房

の位置である。しかしながら年齢に応じた適切な固定位置についての指標は確立さ

れていない。今回、3D 計測により得られた乳房の“年齢別平均値”から乳房再建の

際の年齢別の至適移動量について検討した。  

2014 年 4 月から 2015 年 4 月までに当院外来を受診した乳癌術前患者 110 症例

を対象に 3D スキャナーで撮影を行い、計測値を算出した。得られた計測値を年齢

別にグループ化し、各計測項目の平均値を算出した。また全年齢の乳房を健側と患

側に分け各計測値の平均値を算出した。各平均値に対して統計学的分析を行った。 

年齢別の計測値を比べると、データ上では 30 代から 50 代までのグループの各平

均値には規則性がなく、有意な差を認めなかった。しかし 60 代のグループをみる

と 30 代から 50 代のグループに比べ各平均値が有意に増加していた。健側と患側で

はすべての各平均値において有意差を認めなかった。  

今回算出した年齢別の日本人の平均乳房形状は、年齢相応の乳房再建の一定の指

標になると考えられ、今後の乳癌手術後の再建術の進歩につながるものであり、学

術的に価値があり、学位論文に値すると判断した。  
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